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GPS 観測による三宅島火山 2000 年 7 月 14 日噴火前後の地殻変動と圧力源の推定

Pressure source estimated from the GPS measurement before the Miyakejima volcano
eruption on July 14, 2000
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■はじめに

6月26日の群発地震と迅速な地殻変動から始まった2000年三宅島火山噴火は島内におけるカルデラ形成と多量

のガス噴出、そして三宅島と神津島間に巨大ダイクの貫入という予期せぬ展開を見せた。当時、島内では 12 点で

GPS 連続観測が実施されていた。その結果、26日に群発地震発生と同時に島南部を中心に地殻変動が観測され、同

日深夜には西海岸で 30cm にも達する地殻変動に達した。そして、数時間という短時間に島内にダイク状マグマが

貫入したことが GPS 観測から推定されている（Meilano et al.,2002）。

　一方、7月 8日における雄山カルデラ陥落形成から、島内を震源とする長周期地震や傾斜変動ステップが観測

されている。震源や傾斜変動ソースが島内南部に位置していると推測されながら、GPS 観測では明確になっていな

い。また、山科（2002）は、7月 8日の噴火以降、三宅島を横断するような GPS 観測点間で噴火前に有意な基線長

の伸長を指摘し、火山噴火予知の観点から議論している。

■2000 年 7月 14 日噴火前に GPS 観測で検出された地殻変動

　当時連続観測が実施されていた 12点の GPS 観測点データは仮屋・他(2000)により、統一的に解析された。そ

の結果にいれば、6月 26日のダイク貫入以降、8月末まで島内では収縮の地殻変動が卓越している。島中心部への

水平変位は最大 60cm にも達する。

しかし、7月 8日前後から、収縮の水平変動は一時的ながらも、停滞もしくは膨張へ転じている。そこで、7月

8日までの収縮速度を指数関数で近似し、7月 14日噴火当日に外挿した値と観測値との残差を求めた。残差の水平

変動は概して島内部での膨張を示唆するように海岸方向へ最大 10cm のベクトルを示す。すなわち、山科(2002)が

基線長の変化で指摘したように、概して収縮の地殻変動が観測される中で、カルデラが形成された 7 月 8 日から

14日の期間だけ、膨張の地殻変動が観測された。

■地殻変動のソースメカニズム

　二ヶ月間を通して観測された収縮の地殻変動、7月 8 日から 14 日までに観測された膨張の地殻変動とも同心

円状の水平変位を示すことから、圧力源として球状圧力源を仮定した。収縮の減圧源は西海岸阿古地区、膨張の増

圧源は雄山の南に、それぞれ深さ 5km と 4km に求まる。

　7月 8 日のカルデラ陥落形成後、防災科研の傾斜計も 6月 26 日以降と比較し逆センスの変動が観測され、同

時に傾斜ステップも検出される(山本・他,2001)。また、雄山南方を震源とする 50秒周期の長周期地震も観測され、

14日の噴火直前に全押しとなる地震も観測されている(菊地・他,2001)。

　地殻変動、長周期地震、傾斜変動とも 7 月 8 日カルデラ陥落形成の前後から、これまでと異なる現象が、メ

カニズムソースも島南部とほぼ同一域に推定されることから、増圧の圧力源で発生した一連の現象と考える。


